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20周 年記念演奏会をれ して

近江入幡市長 小西 理

「近江入幡滉声合唱 団 20周 年記念演奏会」が盛大に開催 さ薇 ます ことを、
Cよ りお喜 びヤ し上げます。

平成 16年 の結成以来、 団員の皆様方のご努力に よって日い基盤 を確立 さ薇、

多 くの先人 とともに ご尽力 された功績 に よって 20年 の輝 か しい歴 史を樹 立

さねましたこと誡 におめでとうございます。市民文化祭や市民音楽祭への参か、

慰 問演奏会 を中心 と した活動 を通 して、 本市 の芸術 文化 の振興 に大 きく貢敲

さk、 その熱意 とたゆまぬ ご尽力に深 く故意を表 します とともに厚 くお札ヤ し

上げます。
本日は、日頃の諫習の茂呆を発揮 し、景晴 らしいハーモニーを奏でら薇ることで、

会場 にご参集 の皆様 も音楽の持つ力 と魅力を存分に感 じていただけているものと

思います。
近江入幡市は、協働 に よる文化芸術倉1造都市を将来像 とし、暮 らしのなかに

豊か さが感 じら薇 る倉1造 的、 文化 的 な まちづ くりを 目指 し、 市 民が身近 に

芸術 文化 に親 しむ ことがで きる環境 づ くりに取 りこ んで い ます。今後 とも、

皆様方の活動 を通 じて、文化 の持つ力に より、個・l■ と活力溢 kる 地域づ くりを

目指 して参 りますので、本市の文化振興 に史なるご支援 を賜 ります ようお願 い

申 し上げます。
結びに、近江入幡滉声合唱団のます ますのご発展、並 びにご参会の皆さま方の

ご健勝、 ご活軍 をなか らご祈念ヤ し上げ、 お況 いの言葉 といた します。

ご挨 拶

近江入幡滉声合唱団 団長 木村 萩女

本 日は、 近江入幡滉声合唱 団 20周 年記念演奏会 に ご来場 いただ き、 誡 に

あ りが と うござい ます。
当合唱 団は、子茂 16年 に「 近 江入 幡 に滉 声合唱 団 を」 と集 まった 4人 で

スター トしました。毎週水曜 日の諫習に加 え、定期 演奏会 開催や、市民文化祭、

市 民音 楽茶、 慰問演奏会等へ の参か、 そしてウィー ンやフィンラン ドヘの演奏

旅行 と様 々な活動 を行 って まい りま した。

今 日まで この ような活動 を継続で きたのは、夫橋久子先生 と寺嗚奈緒先生の

ご熱むな ご指 導 と皆様オの温かい ご支援 のお陰だとむ より感謝 申 し上 げ ます。
コロナ渦 で一 時 活 動 休 上 を余儀 な くさ薇 る期 間が あったヤ、 団 員一 日、

この 20周 年記念演奏会 を 目標 に鰊 習を菫 ねて まい りま した。

本 日は、 第 1部 近 江入 幡 の民話 か ら作 られ た「 白 さ ぎ物 語 」、 第 2部

「合唱 で オペラ・ア リア」、 第 3部 「 愛 と青春 の昭オロ歌 謡」をお届 け します。

団員一 日、 皆様 の磁 に響 きます よう気持 ちをた めて歌 い ます。
どうぞ最後 まで ごゆ っ くりお楽 しみ くだ さい。



第 1部

近江ハ幡晨話より

混声四部含唱組曲

「 合 唱 ざ ガ ペ ラ・ ア リ7J編 曲 :青 木 準也

「をし青春a キロヨ矢

世界は二人のために

恋のフーガ
&恋 のバカンス

銀座の恋の物語

神田川

津軽瓶峡・ 冬景色

愛の讀歌

君といつまでt

時の流れに身をまがせ

また逢ラ日まで

シ ョ ヤ路 友恙 語 り:ヤ Jl登志子

GoRossi作 詞 /G.FoⅡandel作 山

成 山 美津子 訳 /W.A.Mozart作 山

城 山 美津子 訳 /GoVerdi作 山

城 JI美 津子 訳 /G.Puccini作 山

堀 内 敬二 訳 /G.Bizet作 山
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口召

「
自 さ ご

・
判 語 J作 詞 :樹 敏」子 作山 :き 口 裕子

指揮 :夫橋 久子  ピアノ :岸 本 佳美

第 2部
混声含唱のためのメトレー

楽劇「ニュんンペんクのマイスタージンガー』より

歌劇「 リナん卜」より 融 を泣がせてくださしヽ

歌劇『魔笛 」より 胸 は怒 りに燃えたち

歌劇『僣 IE」 より 乾杯の歌

歌劇『 トスカ」より 歌 に生き 震に生き

歌劇「力んメン」より 闘牛士 の歌

前奏曲 RoWagner作 曲

歌劇 「 トヮーラン トッ ト」より 誰 t寝 ては な らぬ

GoAdamiO RoSimoni作 詞 /GoPuccini作 山

指揮 :夫 格 久子  ピアノ :寺 嗚 奈錯

第 3部

山上 路夫 作詞 /いずみ たく作山 /ロ ヤ 達也 編山

なかに し オし作詞 /す ぎやま こういち 作山
&岩 谷 時子 作詞 /官 川 泰 作山 /ロ ヤ 逹也 編山

夫高 ひさを 作詞 /鏑 木 Ell作 山 /宇 口川 姜明 編山

喜 多 条恙 作詞 /南 こうせつ 作山 /石 着 雅弥 編山

阿久 悠 作詞 /二木 たか し 作山 /妬 着 雅弥 編由

岩谷 時子 作詞 /M。 モノ 作山 /kiminabe編 山

岩谷 時子 作詞 /弾 厚作 作山 /口 中 逹也 編山

荒木 とよひさ作詞 /二 木 たか し 作由 /石 着 雅弥 編山

阿久 悠 作詞 /筒 美 京千 作山 /石 着 雅弥 編由

久子  ピアノ :芹 本 佳美 寺嗚 奈緒  パーカッション:ヤ 路 友息指揮 :人橋



事

♪profile               .

六 幅 久 子 (指 揮 )                |   ― ,

滋賀県立石山高等学蔽を経て、 IB tt tl子 六学音楽学部声学潤卒業。鈴ホ・操、ホ川田識各氏に師事 。

1977年 渡圏し,モ ーツ アんテワム音楽院にて、アー リン 。オージ ェロに師事。

各含唱団 を率いて国内で散 多くの清奏会で指揮をしているが、アメリカ、オース トラリア、オランダ、ハワイ、

サイバンにて「3-ラ スみずぐき」の、ワィーン (オ ース トリア )、 フィンラン トにて「近江 A幡 混声 含唱団」の

親善瓶91公 演を指揮した。

現在、あがね児童含唱団、3-ラ スみずぐき。コーラスよし笛、コーラスレインボー、びわ湖ハ幡ロークリークラブ

コーラス同好会『におの声」。近江ハ幡混声含唱団を指揮。

寺 鵬 奈 緒 (ピ ア ノ〕

滋 賀 県立 石 山 高 等 学 蔽 音 楽‖ を経 て、大 阪 音 楽 六 学 短 期 大 学 部 ピア ノ専政 卒 業 。 ピ アノ を福 自真 情 、六 谷 IE和 、

南 沢 玲 子 、 前 原 宗 雅 各 氏 に 師 事 。

コ ー ラ ス み ず ぐ き 、 び わ 湖 ハ 幡 ローク リーク ラブコーラス 同 好 会 『 に お の 声 」、 近 江 ハ 幡 湿 声 含 唱 団 等 の

ビ アニス ト。 「 コー ラス み ず ぐ さ」「近 江 ハ 幡 混声 含 DE団 」 の親 善 瓶 91公 満 の ビア ニス ト。

現 在 ピ ア ノ 教 室 で ビ ア ノ 指 導 の 他 、 ラ イ リ ッ シ ュ オ カ リ ナ 連 盟 認 定 講 師 と し て 、 県 内 の オ カ リ ナ 教 皇 で

オ カ リナ を指 導 。

文 化

中 路 板 恵 (バ ー カ ッシ ヨン )

滋賀県立石山高等学腋音楽‖ を経 て、同志社 tl子 六学学芸学部音楽学諄 打楽器 専政卒業。同大学特
=』

専籐課 程 修了。

第 3回 KOBE国 際 音 楽 コン ク ー んに おい て特 別 賞 受 営 。 平成
'3年

度 平 調 堂 財 団 芸 術 奨 励 賞 受 賞 。 京 都 芸術祭 に

お いて毎 日新 間 社 賞 受 営 。 翁 ll1 2年 度 滋 賀 県 文 fヒ 奨 励 賞 受 賞 。

現在 、 マ リン バ 。打 楽 器 奏 者 と し て 関 西 を 中 ′じに 、 ソ ロ、 ア ン サ ン ブん、 他 のジ ヤン ん と の共 演 等 幅 広 く菫コ 1.

してい る。 ヌ、 欧 奏 楽 指 導 や打 楽 器 を使 つた 音 楽 ワ ー クシ ヨップ、 後 進 の指 導 に t力 を入 れ て い る。     .

滋 賀県 立石 山 高 等 学腋 音 楽 科 、 IE震 大学 音 楽 学 部 、 各 非常 勤 講 師 。

中 山 登 志 子 (語 り )                           ・

滋 賀 県 立 石 山 高 等 学 鮫 音 楽 科 を 経 て 、 IE震 大 学 音 楽 学 部 フん ― 卜専 政 卒 業 。 演 奏 活 動 の他 、 十 レー タLや 司彗

と して t活 動 を行 う。 2008年 音 楽 劇『 六 津 京 逍 遥 」で巫 tl役 と し て語 りが好 評 を 博 し、 同 年『六 板 皇 子 と壬 申

の乱」、 '09年 『 レク イエ ム 六 津 京 語 」、 '17年 『 夕 般 千 島 J、 '21年『 光 ラ つ らひ」 等 こ の 後 t語 りを 続 け る。

他 に t皇 内管 弦 楽 に よ る組 曲 『 甲質 の四 季」、 オ ペ ラ『 子 供 と 魔 法 」。 13の 役 演 じ る ミ ユージ カん『 猫 の ミ ミは

IB配 牲』等 の ナ レー タ ー を務 め る。 また 自作 の CD付 さ 絵 本 『猫 。ね こ 。ネ つ」 を湘 笛 の 会 Jtり 発 刊 。

つん ― トオ ー ケス トラ湖 笛 の 会 代 表 、 日本 フん ― 卜協 会代 議 員 。
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藝

乃‖ 健― (演 出 )

京割 市 立 芸 術 六 学 美 術 潤 彫 刻 専 政 権 了。 舞 台 演 出 に つ い て Iよ 演 出 家 。融 ホ 重 孝 に B雨 事 。

こ れ ま で 各 種 公 演 の舞 台監 督 s美 術 、 演 出 部 ス タ ッ フ を つ と め ,演 出 と して t多 く の 公 演 に 参 tD。

演 出 作 品 に 「 人 間 の 声 」 『 消 え た 男 の 日 記 』 『 子 ど tと 魔 法 」 「 ラ・ ボ エ ー ム 」 「 ホ の匙 』 『 オ リー 伯 爵』

『 サ ン トリヨン」「魔 笛」 な ど 多散 。

2023年 び わ 湖 ホ ー ん『フィガ ロの結 鵬 」 (総 ホ 重 孝 演 出 )で は美 術 を担 当 す ぅなど、 様

“

な作 品 を干 が けてい る。

京都 市立 芸 術 大 学 オペラクラス 非常 勤 講師 (美 術 。技術 。舞 台監督 を担 当 )、 六阪音楽六學 (舞 台研 究 )非 常勤講師。
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膠卜近江ハ幡日話より 湿声田部含唱組曲 「 平Fさ ご
・
十颯言子 J

混声四部含唱組曲「白さぎ物語」は,近 江ハ幡に伝わる日話「白鷺の恩返し」

がら生 まれました。
縦

夫昔、近江の湖に、入幡 J4は 大島、長今寺 JIは 奥津島と呼ばれて沖島と並んで二つ、

島の影を落としてぃま|し た。その人島のJl裾 には日牟種の神 さま大国主命の社 (や しろ)

がありました。 ■
|

ある冬粘れの|な1雪舞・う朝、山行
:の

砂浜波おち際を一羽の`白 さぎ'が翼を立に染め、
寒さに3、 るえ息絶え1絶 えにさまょっていました。そこへえ国主今が近りかかり、争いに

傷ついたと訴た|る 11■:さ ぎ:を
―大きな袋に入ね、汁島へとit_薇 て行か薇ました。汁島の

JIあ いには、こ―ん|こ|ん |と 場の湧き出る湯谷 (や んたん)と いう泉があったのです。
冬のF・lあ たたか0)湯にひ|た って`台 さぎ'は傷も癒え、すっかり元気をとり戻していました。
ある夜史け、占|●

‐空―のあまりの明るさに日党めて `台 さぎ'は 見ました。
「人が赤く噴きあが|ち て燃えている。あれは日牟程の森だ。大国主命のお社だ。」
すぐさま `白 さぎ'は胸 も腹 も裂けよとばかりに水を本み飛び立ち、夫へ水をr■ きかけます。

くり返 し、 くり返 し呑んでは吐きだす水はやがて立に染まり、その時、 `白 さぎ'の 必死の

願いが近 じたのか、突然の鞣雨 (し ゅうう・急に降り出し、間もなく上んでしよう雨)激 しい

雨が森に社に降 り注いだのです。人は静 まりました。社の渥根は焼け落ちましたが。

人島の山裾砂浜に、やわらかい陽を浴びて `白 さぎ'は今呆てていました。大国主今が

近 りかかり声をかけて下さったその場所に 。・・。

鬱「合唱ざガペラ・7リアJ

オペラ。これは音楽によつて作られるトラマです:,   ||   .
:  |          |  |

そして、そのほとたどが “震の物語"と 言つてt,過言ではないでしょう。

♪楽劇「ニュんンペんクのマイスタージンガー」より 前奏曲

今日はヨハネ祭の歌合戦の日。“歌"の 力を使っく |

ようとする、靴職人で歌名人のハンス・ザックス。

名高い前奏山の旋律に乗せて、『合唱でオペラ・

♪歌劇「 リナん卜」より (ア んミナーレのアリア )

幕t協亀夕f:総t聾
さ
.t

アリア』のFIl幕です。

融をPInが せてくださι、

十字早の勇士 リナル ドと将早の銀アル ミナー レは恋仲。敲方に逹薇去 ら薇たアル ミ

ナーレが敲の工にネ愛さ薇て もなお、 リナル ドヘの貞節を歌 うのがこのアリアです。

自らも敵の手に落ちて しようリナル ド。 さて恋人 2人 の運命は力何に・・・ 。



♪歌劇『魔笛」ょ.り ,(夜 のtl王 のアリア)胸 は懇りに燃えたち

務i結ごm‐■4隼「段ち孫Z互1今省援な電蠍譜胸:錯二こ、
宿敵の悪漢ザラス トロを殺すよう今今するのがこのアリアです。 しかし、本当の悪者は

どうや ら・・・ 。

♪歌劇「僣 IE」 より (ア んフレートとヴィオレックの二重唱)乾 杯の歌

ヴィオレッタはパ リの夜 の幸やかな世界 に生 きる女性 。純オトな青年アルフレー ドとの

出会いの場 で 2人が歌 うのが、この二菫唱です。彼から彼女への愛のキ白。とりまきの

[急 i旨崎|テ ;Fttζ I慕 1子写111卜1‐l)■11｀

やはり燥に生きよう

♪
]EI」::1轟fII[〔11;サJド

)ッ

∫1lfTlポ 1亀Jfl監スヵルピアの欲望を
量麟葎:ばち難計∬Fゑ讐お、み[勇錢視]:ギF「 1政現

。

省鼻彎 [京1子 11ゝ鷲l■、ξ.tif空
絶による

′

t,か り

,`ヴ子了.l::の
銃殺刑

♪歌劇「力んメン」より (エ スカミーリョの″1ノ
ー
″)蘭 牛士.め癖

花形闘牛士のエスカミーリョが、酒場で人々に日まれて式勇伝を歌 うのがこのアリアです。

居合わせたカルメンにななかれるエスカミーリョ。時が径ち、2人は闘牛場で愛を普い

合 うまでに。しかし物かげにはカルメンに未諫たっぶ りの元恋人、 ドン・ ホセの思ぃ
つめた姿が 000。

♪歌劇「 トヮーラントット」より (カ ラフのアリア)誰 t寝 てはならぬ

結婚承諾 の条件である“謎解 き"を さ薇たにもかかわらず、若者の求婚 を拒む トゥー

ランドット通。ならば二に明朝までにネの名を言い当てよ、できなければ私の姜となる

のだ、と若者。彼の名がわかるまでは詐 も寝てはならぬ、とぃう通による人々へのお触薇。

街 の喧騒 を よそに若 者、 実はグッタンの工子カラフが歌 うのが このア リアです。

1:こ結 営 :lfJ「
「 ffえ

らねま九 ひそNこ カラ刻 こ思いを寄せ制 ュー の

[カ ワイ出版 レ争唱でオペラ・ ア リア」 より]



|＼・理‐‐2.0‐.毎‐闘_、‐‐も|ゆ.い.
近 江ハ幡湿声 含唱口 Iま「含唱 を通 じ音楽的 教着 と技術 を研 鑽 し、地域社会 の

文化の向上に寄与す る」を目標 に、20年 間種々の活動 を行つてまい りました。

市民音楽祭 や文化祭への出演 、また病院 でのミニコンサー ト開催 や市・各種

団体 の行事への賛助 出演等の地域 活動 の他、日頃の鯨 習 の威果 をフアミリー

コンサー トや国内外 の演奏会 で llQ麗 して きました。

《近江 A幡 混声 含唱 団結威 》

市内にはいくつもの女声合唱グループは

ありましたが、滉声合唱団はありません

でした。2004年 4月 28日 、4人の発起人

の呼びかけにより32老 の回員が集まり

近江入幡滉声合唱団として発足 しました。
そ して 1年 間 の諫 習 の成 果 と して、
2005年 4月 25日 酒涛確 にて「 第 1ロ
ファミリーコンサー ト」を開催 しました。

《 5円 年記念演秦会 ≫

皓咸 5周 年を記念して、2010年 5月 23日

姜上丈芸セ ミナリヨで演奏会を開催、

荘厳なパイプオルガンの調べにのせて

ミサ由などを披露 しました。
人橋先生の演出の下、老体に鞭キって

歌い動 き口 り、満員の観客の皆様にも

喜ば薇て楽しい記念演奏会になりました。

《ワィーン演奏旅行 の思 い出 ≫

オーストリア・ ウィーンに在住の団員の娘 さんのお世話で、“音楽の都 ウィーン"へ の

演奏旅行が 2011年 6月 に実現。鯰勢41る が参加 しました。
駐ウィーンロ本人使年の人使 もご挨拶・ご祝覧頂 き、 ウィーンの地元合唱 団との合同
ステージでは「荒城の月」を日本語で、「野ばら」をドイツ語で歌い、オース トリアと

日本の友好を深めました。
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皓茂 10周 年を記念して2014年 5月 18日 近江入幡市文化会年にて演奏会を開催。
この演奏会では弦楽合奏 とのコラボや、江州音頭を滉声四部合唱饂由に作山を
お願いし初演をしたり、かなり意欲的なプログラムでした。
初めての文化会館夫ホールでしたが、会場一杯のお客様に来ていただきました。

《楽しがつにフィンラント演奏旅行 》 この演奏旅行 もウィーン演奏旅行 と同様、
フィンランド在住の団員の娘 さんのお世話
で 2016年 7月 に実現。美しい湖のほとり
の教会での演奏会。
お客様が集まってくださるのか不安でした

が、演奏会当日、教会が一杯になるほどの

お客様に来ていただき感激。最後にアン
コールでシベリウス「フィンランディア」
を歌い始めると、お客様全員が起立 し、
一皓に歌い出したことに感動 しました。

《 i5周 年記念演奏会 ≫

結成 15周 年を記念して 2019年 5月 19日 近江入幡市文化会竹夫ホールにて演奏会をFIl催 :

多くの団員が一度は歌いたいと思っていた合唱山の名山「水のいのち」をこの演奏会で歌 う
ことができました。この演奏会 も10周 年と同様、会場一杯のお客様に来ていただき感激でした。
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鵬 影  淳 子
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